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Sdec_FV の起動 

 
エクスプローラ等から Sdec_FV.exe を起動して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

英語版（English edition）、または日本語版（Japanese edition）を選択して下さい。 
（以下、日本語版について取り扱い方法を解説していきます。） 

  



Sdec_FV 操作マニュアル 
 
最初に起動すると下左図に示す画面が表示されます。 

黄色ボタン を押して、ユーザーの名称を入力して下さい（右図）。 
背面窓にユーザー名が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右上のマスコット犬をダブルクリックすると、ユーザー名を変更することができます。 
ユーザー名が登録してあれば、次回からは 黄色ボタン は表示されません。 
 
メイン画面（照射条件などの入力および計算結果の表示） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



入力項目 
 
・高電圧整流方式 

使用装置に合わせて下記より選択して下さい。 
   (1) 定電圧・インバータ 
   (2) 三相 12 ピーク 
   (3) 単相全波 
・Ｘ線管ターゲット角度（装置の仕様書記載値を入力して下さい） 
・固有フィルタ（絞り機構を含めた公称アルミニウム当量） 
 
・撮影部位 
  プルダウンメニューから選択して下さい。 
  撮影部位がメニューにない場合 

追加・削除 を押すと右に示す画面が示され 
ます。部位の追加・削除を行って下さい。 

  （後述の実効線量概算に使用する新規追加 
した撮影部位のデータは、別途作成する必 
要があります。作成方法は 実効線量 の項 
を参照して下さい。） 

 
 
・Ｘ線管電圧 
・付加フィルタ（アルミニウム） 
・付加フィルタ（銅） 
・任意フィルタ（アルミ、銅以外のフィルタを用いる場合） 
  任意フィルタ を押すと 

右図画面が表示されます。 
  フィルタ材質を選択し、 

厚さを入力して下さい。 
  任意材質のフィルタを 

使用する場合、その材質 
（元素等）の相互作用断 
面積データが必要です。 
別ソフト Phics をダウン 
ロードし、その中のフォ 
ルダ ele もしくは mix  
の中から、必要な材質 
（元素等）のデータを、本ソフトと同じフォルダにコピーしておいて下さい。 

  一例として配付ファイルの中にタンタルのデータ(73_Ta.ele) を入れてあります。 
 



・Ｘ線管電流 
  透視の場合 透視 を押すと右画面が表示され 

ます。画面にしたがって平均管電流を算出し 
 ＯＫ ボタンを押して下さい。 

・照射時間 
・焦点‐受像器間距離（FID） 
・被写体厚 
・焦点‐入射表面間距離（FSD） 
・受像器面での照射野サイズ 
  プルダウンメニューから画像サイズを選択すると、下の照射野サイズ欄に 

その大きさが自動表示されます。その他もしくは円形照射野を選択した場合、 
照射野サイズ欄は空白になります。 

・照射野サイズ（長軸方向） 
・照射野サイズ（短軸方向） 

なるべく正確な大きさを入力して下さい。 
  照射野サイズが表示されていても数値を 

書き換えることができます。 
 
・Ｘ線焦点から 1 m の距離の照射線量 
  下記から選択して下さい。 
  (1) 実測値を直接入力 （推奨） 
  (2) デフォルト出力データを利用 
 
  (1) を選択すると右図の実測値入力画面が 

表示されますので、測定器の単位に合わせ、 
入力例にしたがって実測値（線量計の指示値 
に校正定数、補正係数を乗じた値）を入力し 
て下さい。1 m 以外の距離で測定した場合、 
距離の逆自乗則により、距離 1 m の線量に 
換算して入力して下さい。 

 
 (2) を選択すると多施設を対象にして 
 調査されたデータの平均的な出力が、 
 照射条件に合わせて自動計算されます。 
 
 各施設で装置ごとに出力データを作成し、 

その出力データを利用することもできます。 
 出力データ編集 を押すと右図の画面が 

表示されます。対象とする整流方式、 
管電圧範囲の出力を実測し、データ表の値を 



書き換えて下さい。 
（測定の際、全管電圧で付加フィルタは一定として下さい） 

 出力データを変更したら、出力データファイル名およびコメントを入力し保存して 
下さい。 

 出力データ選択 を押し、使用する出力データファイルを選択して下さい。 
 
・後方散乱係数算出方法 
  下記より選択して下さい。 

  1) 平面として計算（微分後方散乱係数法）次の (1),(2) から選択 
   (a) 頭部専用  (b) 頭部以外 

   2) 円柱または楕円柱モデル等として直接モンテカルロ計算 
 

1) (a) 頭部専用 を選択した場合 
入射面から深さ 5mm まで ICRU soft-tissue 層、次に厚さ 5mm の骨層（平均密度 
1.50 g/cm3 と設定）、骨層以下は ICRU soft-tissue としたファントムで計算された 
データを基にして 

  1) (2) 頭部以外 を選択した場合 
均質 ICRU soft-tissue ファントムで計算されたデータを基にして 

  微分後方散乱係数法により後方散乱係数が計算されます。 
 
  2) を選択した場合、下図画面が表示されます。入射面形状を、円柱形、楕円柱形、レ

ーストラック形から選択し、模式図にしたがって半径などのサイズを入力して下さい。

Shape Check ボタンで入射面の形状を確認できます。 
モンテカルロシミュ 
レーションの入射光 
子数をプルダウンメ 
ニューから選択、も 
しくは直接入力し、 
 ＯＫ を押して下さ 
い。 

  入射光子数を大きく 
設定すると、計算の 
統計変動による誤差 
は小さくなりますが、 
計算に要する時間は 
長くなります。 

 
すべての項目を入力し  この条件で計算する  を押すと、計算が開始されます。 
後方散乱係数算出方法で「円柱または楕円柱モデル等」を選択した場合、モンテカルロ 
シミュレーションが終了するまで、一切の操作を行わないで下さい。 



 
計算が終了すると、画面右側の欄（下図の赤枠）に計算結果が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計算結果一覧 
  ・後方散乱係数（軟部組織吸収線量に基づく） 
  ・後方散乱係数（皮膚組織吸収線量に基づく） 
  ・後方散乱係数（空気カーマに基づく） 
  ・照射線量 - 吸収線量変換係数（軟部組織を対象） 
  ・照射線量 - 吸収線量変換係数（皮膚組織を対象） 
  ・照射線量 - 吸収線量変換係数（空気を対象，33.79 一定） 
  ・入射表面線量（軟部組織吸収線量） 
  ・入射表面線量（皮膚組織吸収線量） 
  ・入射表面線量（空気カーマ≒空気吸収線量） 
 
計算終了後 結果表に追加 を押すと、次頁図に示すように照射条件、計算結果等が一覧表

に書き込まれます（最大 15 撮影条件）。結果表は、印刷、保存、読み出しができます。 
それぞれ指示に従って行って下さい。 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（実効線量の欄は、後述の実効線量の概算値が計算された後、一覧表に追加されます。） 
 
 
オプション 
実効線量の概算 
 
実効線量概算 ボタンを押すと 
右図に示す深部線量百分率が 
グラフ表示されます。グラフは 
一次線成分、散乱線成分および 
その合計で表されます。グラフ 
上でマウスカーソルを動かすと 
深さ 5 mm 間隔で深部線量（軟 
部組織吸収線量）が表示されま 
す。この深部線量データを基に 
実効線量を計算します。 
 
 
この画面で 実効線量の概算 を 
押すと、次頁に示す実効線量計 
算画面が表示されます。 
 
 
 



撮影部位ごとに、照射野内に 
含まれる臓器、その深さ、照 
射容積に含まれる割合のデフォ 
ルト値が表示されますので、適 
当に修正して下さい。ＯＫ を 
押すと実効線量の概算値が表示 
されます。 
 
ただし、撮影部位の選択でプル 
ダウンメニューにない部位を追 
加した場合、その部位について 
のデフォルト値がありませんの 
で、右図の白枠内の数値はすべ 
て 0 と表示されます。 
撮影部位に合わせて適当な数値 
を入力し、OK  を押して下さい。 
 
 
 
各撮影部位のデフォルト値は Organ-data フォルダ内に、部位別に csv フォーマットで納め

られており、下図に示すように Microsoft Excel で修正、新規作成することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上 


